●作ってみよう　リサイクル工作
１　ペットボトル、牛乳パック、食品トレーは、身近に使われていて、家庭でもたくさん出ていると思います。あなたの家庭では、使い終わったあと、どのようにしているか書きましょう。
	ペットボトル
	牛乳パック
	食品トレー

	
	
	


２　ペットボトル、牛乳パック、食品トレーを使った工作を考えましょう。
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３　完成図を描いてみましょう。

▼学習の進め方

	
	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	45分
	１　現状を考える
	◆家庭で使われているペットボトル、牛乳パック、食品トレーについて、使用後の処理について書かせる。

　・シートを配り、書かせる。

　・数人の子どもに発表させる。

　・リサイクルの大切さを説明する。

	
	２　設計図を作ってみる
	◆設計図を書かせる。

　・工作の目的を伝える。
　・うまく考えられない子をサポートする。

	45分
	３　作る
	◆作品を作らせる。
　・設計図に沿って、作品を作る。

	45分
	４　遊ぶ
	◆作品で遊ばせる。
　・生徒間で、作品の紹介等を行う。

	
	５　感想をまとめる
	◆ふりかえりをさせる。


▼基本的事項

	ねらい
	資源物で工作を作り、リサイクルの大切さに気づく

	対象
	小学校低学年以上

	所要時間
	１３５分

	学習形態
	個人(グループ可)

	手法
	自由工作

	準備するもの
	課題シート
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○材料





○作り方
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ソーラーカーを作ってみよう！


　ソーラーカーは、太陽から出る光のエネルギーをソーラーパネル（太陽電池）で電気エネルギーに変え、この電気でモーターを動かすことでタイヤを回して走ります。そのため、ガソリン等を燃焼させて走らないので、地球温暖化の要因とされている二酸化炭素の排出量はゼロです。


　とめるっちゃネットワークやまぐちでは、さまざまなイベントに出展して、「ソーラーカー作製体験教室」を開催しています。とめるっちゃ会員の手作りのキットを使って、子どもたちと一緒にソーラーカーを楽しく作っています。ボディをペットボトルや牛乳パックにしてみても良いですね。
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